
母
校
秋
田
高
校
に
は
、
大
恩
が
あ
る
。
第
一
に
、
私
を
始
め
兄
弟
四
人

全
員
、
秋
高
で
鍛
え
育
て
て
い
た
だ
い
た
︵
睿
昭
和
三
十
一
年
卒
、
侃
三

十
六
年
卒
、
仁
三
十
九
年
卒
、
義
四
十
一
年
卒
︶。
第
二
に
、
父
が
昭
和

十
五
年
か
ら
昭
和
三
十
七
年
ま
で
、
な
ん
と
二
十
有
余
年
教
員
と
し
て
お

世
話
に
な
っ
た
。
第
三
は
、
私
は
在
校
中
、
気
付
い
て
い
る
だ
け
で
も
二

つ
の
迷
惑
を
母
校
に
か
け
た
。
生
徒
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
が
、
応
援
団

に
辛
く
当
っ
た
。
在
校
中
、
秋
高
は
連
続
二
回
甲
子
園
出
場
を
果
し
た
。

そ
の
功
績
あ
る
野
球
部
を
応
援
す
る
応
援
団
に
、﹁
生
徒
を
強
制
し
て
応

援
に
狩
り
た
て
る
の
は
、
ま
か
り
な
ら
ん
。﹂
と
冷
た
い
仕
打
ち
を
し
た
。

佐
藤
照
応
援
団
長
︵
故
人
︶
に
辞
表
を
付
き
つ
け
ら
れ
た
が
、
受
取
ら
な

か
っ
た
。
二
つ
目
は
、
全
県
高
校
英
語
弁
論
大
会
に
出
場
さ
せ
て
も
ら
っ

た
。
指
導
に
当
ら
れ
た
最
上
勉
︵
英
語
担
当
、
綽
名
は
チ
ャ
イ
ナ
︶
先
生

に
云
わ
れ
た
が
、﹁
君
よ
り
英
語
が
出
来
る
旭
谷
︵
清
治
︶
君
を
出
せ
ば
、

優
勝
間
違
い
な
い
が
、
そ
れ
で
は
面
白
く
な
い
。
君
の
東
北
訛
の
英
語
を

標
準
語
に
し
て
み
た
い
。﹂
が
真
相
だ
っ
た
ら
し
い
。
湯
沢
高
校
の
女
子

生
徒
と
同
点
に
な
り
、﹁
レ
デ
ィ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
﹂
で
準
優
勝
に
終
っ
た
。

何
と
も
面
目
な
い
次
第
で
あ
っ
た
。

父
が
逝
っ
て
十
五
年
が
経
つ
。
秋
田
師
範
卒
の
父
に
と
っ
て
唯
一
誇
り

得
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
独
学
で
旧
制
高
校
の
教
師
の
資
格
を
﹁
哲
学
概

説
﹂
で
取
得
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。
二
次
試
験
の
口
頭
試
問
は
、
哲

学
者
西
田
幾
太
郎
の
高
弟
、
田
辺
元
先
生
で
あ
っ
た
と
聞
く
。
昭

和
十
四
年
度
の
合
格
者
は
、

哲
学
で
は
全
国
一
人
で
あ
っ

た
と
母
方
の
祖
父
が
自
慢
し

て
い
た
。
そ
の
縁
で
旧
制
秋

田
中
学
の
教
諭
に
任
用
し
て

も
ら
っ
た
。
担
当
は
修
身
で

あ
っ
た
。

昨
年
、
フ
ィ
デ
ア
総
研

︵
北
都
銀
行
と
荘
内
銀
行
の

調
査
研
究
部
門
︶
発
行
の

﹁
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
サ
イ
ト
︵
二
〇
一
一
年
冬
号
︶﹂
で
、
秋
高
の
大
先
輩

で
あ
る
明
石
康
元
国
連
事
務
次
長
︵
そ
の
後
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
旧
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
担
当
国
連
事
務
総
長
特
別
代
表
を
歴
任
︶
と
対
談
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
た
。
冒
頭
、
明
石
先
輩
か
ら
父
の
話
を
切
り
出
さ
れ
感
激
し
た
。﹁
お

父
さ
ん
に
旧
制
中
学
で
修
身
を
習
っ
た
ん
で
す
。
非
常
に
立
派
な
先
生
で
、

戦
争
中
の
軍
国
主
義
の
雰
囲
気
に
流
さ
れ
ず
に
、
哲
学
的
な
講
義
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。﹂、
地
下
の
父
が
驚
喜
す
る
有
難
い
お
言
葉
で
あ
っ
た
。
明

石
先
輩
の
﹁
私
の
履
歴
書
︵
日
経
新
聞
︶﹂
に
も
恩
師
の
一
人
と
し
て
名

前
を
挙
げ
て
い
た
だ
い
て
い
た
。
父
は
最
終
大
曲
高
校
の
校
長
で
教
員
生

活
を
終
え
た
。
生
れ
在
所
の
大
曲
で
掉
尾
を
飾
る
こ
と
が
で
き
た
。

私
の
場
合
、
七
十
有
余
年
の
人
生
で
心
か
ら
信
頼
で
き
る
友
人
は
秋
高

時
代
の
仲
間
を
お
い
て
な
い
。
毎
年
二
月
、
上
京
し
て
首
都
圏
に
住
み
つ

い
た
同
期
生
の
集
り
を
、﹁
秋
高
東
京
三
一
会
﹂
と
称
し
て
開
催
し
て
い

る
。
永
く
続
い
て
い
る
の
は
、
幹
事
長
役
の
渡
辺
三
佐
男
君
と
同
ク
ラ
ス

の
仲
間
た
ち
の
お
か
げ
で
あ
る
。
場
所
は
秋
田
料
理
を
提
供
し
て
く
れ
る

飲
み
屋
で
あ
る
が
、
世
知
辛
い
世
の
中
、
廃
業
が
続
い
て
場
所
は
転
々
と

し
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
一
年
の
物
故
者
へ
黙
祈
を
捧
げ
て
か
ら
、
校
歌
斉

唱
と
な
り
、
宴
が
始
ま
る
。
思
え
ば
丁
度
三
十
年
前
、
働
き
盛
り
の
四
十

三
歳
、
男
の
厄
年
に
、
胃
に
ガ
ン
が
見
付
か
っ
た
。
能
代
出
身
の
平
山
廉

三
君
︵
当
時
東
京
医
科
歯
科
大
消
化
器
外
科
助
教
授
︶
と
鷹
巣
出
身
の
藤

原
研
司
君
︵
東
京
大
学
第
一
内
科
講
師
︶
が
駆
け
付
け
て
く
れ
、
日
本
一

の
名
医
を
紹
介
す
る
と
の
こ
と
で
、
虎
ノ
門
病
院
消
化
器
外
科
部
長
秋
山

先
生
に
執
刀
し
て
い
た
だ
き
、
事
な
き
を
得
た
。

秋
高
は
全
県
か
ら
俊
英
が
集
う
名
門
校
な
が
ら
、
当
時
は
一
学
年
十
ク

ラ
ス
五
百
人
の
大
世
帯
で
、
駅
前
の
旧
兵
舎
の
建
物
を
使
っ
て
い
た
。
戦

後
の
混
乱
や
苦
難
が
残
っ
て
は
い
た
が
、
伸
び
伸
び
と
高
校
時
代
を
過
す

こ
と
が
で
き
た
。
思
え
ば
高
校
時
代
は
、
各
自
の
能
力
の
可
能

性
あ
る
分
野
が
み
え
て
く
る
時
期
で
も
あ
る
。
早
咲
き
の
友

︵
東
北
大
医
学
部
へ
進
学
し
猿
橋
賞
を
授
賞
し
た
武
田
周
子

君
・
故
人
︶も
い
た
し
、
思
わ
ぬ
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
友︵
東

京
芸
術
大
学
へ
進
み
、
彫
刻
家
と
な
っ
た
工
藤
健
君
︶も
い
る
。

花
を
咲
か
す
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
長
寿
を
全
う
す
る
な
ら

ば
、
時
代
の
移
ろ
い
と
共
に
、
身
の
回
り
に
生
起
す
る
ド
ラ
マ

を
じ
っ
く
り
味
わ
う
楽
し
み
が
あ
る
。
世
の
た
め
人
の
た
め
に

少
し
で
も
役
に
立
つ
こ
と
を
心
懸
け
て
、
残
り
の
人
生
を
精
一

杯
楽
し
み
た
い
。
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